
　
初
日
に
提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
（
第
３
号
）
で
は
▽
（
仮
称
）
河

原
口
高
水
敷
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
整
備
事
業
費
の
増
額

▽
保
育
室
へ
の
記
録
カ
メ
ラ
設
置
の
補
助
▽
（
仮
称
）
大
谷
・
杉
久

保
地
区
公
園
整
備
工
事
の
着
手
―
な
ど
の
費
用
が
計
上
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
仮
称
）
河
原
口
高
水
敷
ス
ポ
ー

ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
整
備
事
業
の
各
エ
リ
ア
の
供
用
開
始
時
期

お
よ
び
使
用
料
設
定
な
ど
の
運
用
面
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

答　
駐
車
場
な
ど
の
第
２
工
区
は
11
月
末
ま
で
、
管
理
棟
、
倉
庫
、

　
令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
は
８
月
27
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
定
例
会
初
日
に
は
市
長
か
ら
一
般
会
計
ほ
か

５
会
計
の
前
年
度
決
算
の
認
定
や
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
な
ど
19
件
が
提
案
さ
れ
、
こ
の
中
の
８
件
が
委
員
会
へ
付
託
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員
に
髙
橋
裕
一
郎
氏
を
新
た
に
選
任
す
る
こ
と
に
賛
成
多
数
で
同
意
し
た
ほ
か
、
監
査
委
員
の
選
任

お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
そ
れ
ぞ
れ
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
市
長
か
ら
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）、

議
員
か
ら
海
老
名
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
の
ほ
か
意
見
書
案
２
件
、
決
議
案
１
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た

全
て
の
案
件
の
件
名
お
よ
び
審
議
結
果
は
、
最
終
面
「
令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
の
会
議
結
果
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第３回 定例会議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

市
長
等
常
勤
の
特
別
職
の

市
長
等
常
勤
の
特
別
職
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

■
総
務
分
科
会

令
和
７
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
不
認
定　
ほ
か

令
和
７
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
不
認
定　
ほ
か

　
市
民
の
多
様
な
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
機
能
お
よ
び
行
政
に
対

す
る
監
視
機
能
な
ら
び
に
政
策
提
言
機
能
を
確
保
し
つ
つ
、
議
員
定

数
の
適
正
化
を
図
り
、
実
効
性
の
高
い
議
会
運
営
を
推
進
す
る
と
い

う
提
案
理
由
で
、
市
議
会
議
員
の
定
数
を
現
行
の
22
人
か
ら
２
人
削

減
し
、
20
人
と
す
る
議
案
が
議
員
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
同
日
以
後

初
め
て
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
る
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
本
会
議
で
の
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　
事
前
調
整
が
な
く
、
定
例
会
最
終
日
に
議
案
を
提
出
し
た
理
由

を
伺
い
ま
す
。

答　
議
員
提
出
議
案
は
、
地
方
自
治
法
お
よ
び
会
議
規
則
に
基
づ
き
、

議
員
自
ら
が
政
策
を
立
案
し
、
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
制
度
で
す
。
議
案
を
提
出
す
る
際
に
、
他
の
議
員
や
会
派
に

説
明
し
、
意
見
を
伺
う
こ
と
を
否
定
し
ま
せ
ん
が
、
提
出
者
が
議
案

の
内
容
や
性
質
を
踏
ま
え
て
判
断
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
議
会
改
革
特
別
委
員
会
な

ど
で
議
論
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
考
え
も
一
定
程
度
明
ら
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
つ
の
政
策
提
案
と
し
て
議
案
を
提

出
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
本
会
議
の
場
で
質
疑
や
討
論
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
に
責
任
を
も
っ
て
賛
否
を
判
断
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
議
会
制
民
主
主
義
の
あ
り
方
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
改
正
は
、
相
次
ぐ
職
員
の
不
祥
事
を
重
く
受
け
止
め
市
長
と

副
市
長
の
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
、
本
年
10
月
か
ら
３
カ
月
間
、

市
長
の
給
料
を
50
％
減
額
し
、
経
済
環
境
部
を
所
管
す
る
副
市
長
の

給
料
を
30
％
（
も
う
１
人
の
副
市
長
は
10
％
）
減
額
す
る
も
の
で
賛

成
多
数
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
の
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　
農
業
振
興
対
策
事
業
補
助
金
の
不
正
の
解
明
は
終
わ
っ
た
と
い

う
認
識
な
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
調
査
結
果
を
議
会
に
報
告
し
、
臨
時
の
記
者
会
見
を
開
き
、
現

在
は
報
告
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

一
連
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
一
定
の
結
論
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
条
例
改
正
案
を
提
案
い
た
し
ま
し
た
。

問　
今
回
の
問
題
の
背
景
に
対
す
る
市
長
自
身
の
責
任
に
つ
い
て
、

認
識
を
伺
い
ま
す
。

答　
職
員
に
は
法
令
や
要
綱
を
逸
脱
す
る
よ
う
な
指
示
を
し
た
こ
と

は
23
年
間
一
回
も
あ
り
ま
せ
ん
。
組
織
で
あ
る
以
上
、
職
員
の
事
務

処
理
に
つ
い
て
は
課
長
、
次
長
、
部
長
が
責
任
を
持
っ
て
判
断
し
、

そ
の
決
裁
区
分
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

問　
市
民
の
意
見
を
聞
か
ず
に
進
め
る
こ
と
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　
多
様
な
市
民
の
意
見
が
あ
り
、
議
員
定
数
削
減
に
反
対
の
方
も

い
れ
ば
、
賛
成
の
方
も
い
ま
す
。
市
民
の
声
を
聞
い
て
い
な
い
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
議
員
定
数
は
市
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
議
会
の
構

成
に
関
わ
る
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
市
民
に
対
し
て
そ
の
判
断
根
拠

を
十
分
に
説
明
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
議
員
定
数
は
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
賛
否
だ
け
で

決
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
人
口
、
地
域
特
性
、
議
会
機
能
、
委
員

会
構
成
、
市
民
の
代
表
制
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
、
最
終
的
に
は

議
会
が
責
任
を
も
っ
て
判
断
す
べ
き
事
項
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　
議
員
定
数
を
20
人
と
し
た
根
拠
を
伺
い
ま
す
。

答　
20
人
だ
け
が
唯
一
の
正
解
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
定
数
を
決
定
す
る
以
上
、
具
体
的
な
人
数
に
つ
い
て
議
会
と

し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
３
常
任
委
員
会
を
維
持

し
な
が
ら
各
委
員
会
を
６
～
７
人
の
委
員
で
構
成
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
人
口
規
模
、
議
員
１
人
当
た
り
の
人
口
、
委
員
会
構
成
、

近
隣
自
治
体
の
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
議
会
機
能
を
維
持

し
な
が
ら
定
数
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
人
数
と
し
て
、
適

当
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

問　
議
員
定
数
を
削
減
す
る
と
市
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　
現
状
、
１
名
辞
職
、
２
名
長
期
欠
席
し
て
い
る
た
め
、
３
名
減

の
状
態
で
議
会
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
態
で
も
市
民
の
声

が
届
い
て
い
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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